
サステナビリティ情報の検証

日本能率協会 サステナビリティセンターは、温室効果ガスをはじめとした
サステナビリティ情報の検証を行っています。

サステナビリティ基準委員会（SSBJ）にもとづく開示対応やGXリーグ対応など、企業に求められる開示義務と検証への対応が
必須となってきます。
JMASusC（JMAサステナビリティセンター）では、スコープ1,2,3と呼ばれる温室効果ガス排出量の検証のほか、エネルギー
使用量、環境情報、社会情報等に対する検証を実施しています。
第三者の立場として、貴社の開示情報の透明性と信頼性向上の一助となれば幸いです。

サステナビリティ情報
の検証

サステナビリティ情報の検証に加え、各種制度への対応も幅広く実施しています。
代表的な国内制度一覧

● GXリーグ（限定的保証、合理的保証）  ● ＪCM（2国間クレジット）
● Ｊ-クレジット制度（排出源・吸収源）   ● 東京都「総量削減義務と排出量取引制度」　
● 埼玉県「目標設定型排出取引制度」   ● カーボン・オフセット、カーボン・ニュートラル制度等

※一般社団法人 日本能率協会 サステナビリティセンター (JMASusC）は温室効果ガス（GHG）に関わる検証事業を2006年から推進してきました。検証機関としての国連 (UNFCCC)に
よる認定をはじめ、第三者機関として国内外のGHG排出量・吸収量の妥当性確認・検証・認証業務を実施してきました。産業界・社会ではカーボンニュートラルの実現に向けたGHG排出
量削減への取り組みに限らず、サステナビリティ全体を推進することが求められております。サステナビリティ経営がより強く求められている中、JMA地球温暖化対策センター（JMACC）は、
2025年 7月1日より機関名称をサステナビリティセンター（JMASusC）へと変更しました。

JMASusCは、貴社のサステナビリティ情報を第三者の立場として検証を行います。
（ジェーエムエーサスシ―）

JMASusC

2025 年 7月 1日より機関名称をサステナビリティセンター（JMASusC：ジェーエムエーサスシ―）へと変更※

（旧名：JMA地球温暖化対策センター（JMACC））

温室効果ガス等の
審査・検証以来

JMASusCは、JAB（公益財団法人日本適合性認定
協会）から I S O 1 4 0 6 5の人的を受けており、
ISO14064-3（温室効果ガスに関する主張の妥当性
確認及び検証のための仕様並びに手引）をもとに検証
を実施。



サステナビリティ情報の検証

E-mail : jmasusc@jma.or.jp     https://jmasusc.jma.or.jp/

JMASusCのポイント

　　2006 年設立後、国内各種の検証制度の立ち上げ時より検
　　証を実施。2009～ 2017 年は、京都議定書に基づく
「CDM（クリーン開発メカニズム）」における検証機関として
国連（UNFCCC）から認定を受ける等、幅広い経験を持つ。


